
 

 
 

保保育育計計画画成成果果報報告告書書  

法人名等 社会福祉法人檸檬会 

施設名 レイモンドヒルズ保育園 

報告者（役職） 脇田 愼平（施設長） 

住所・連絡先 

奈良県生駒郡三郷町勢野北 5－10－39 

☎ 0745-34-2255 

E-mail shinpei.w@lemonkai.or.jp 

 

○タイトル（保育計画） 

たくさんの絵本に触れる機会 

 

○主な助成備品 

絵本 

 

１１．．保保育育計計画画策策定定のの目目的的  

 レイモンドヒルズ保育園ではたくさんの絵本に触れる機会をつくり、絵本の読み聞かせ

をすることで、様々な言葉を知り、視覚的な面では絵から行動を読み取り、考える力につ

ながるようにします。 

絵本から友だちとのやり取りにつながる機会をつくります。 

 

 

２２．．具具体体的的なな実実施施内内容容  

・各クラスや廊下の絵本コーナーを充実させ、たくさんの絵本に囲まれる生活環境を整え

ました。 

・保育者と子供、保護者と子供(絵本貸し出しを行った)のやりとりの機会を増やし、保育

者が絵本を読むことで言葉の発達に繋がり、保護者と貸出日に絵本を選ぶ時間をつくるこ

とで、保護者が子どもとゆったりと関わる時間の確保ができました。 

・保育者の読み聞かせから言葉の獲得や、意味の理解をし、子供の成長発達に大きく影響

を与えることができました。 

・自ら絵本を選ぶ楽しみや絵本に興味関心を持つことができました。 
・季節の絵本や今月の絵本として掲示することで、保護者も絵本に興味関心を持ってもら

うことができました。 
・絵本から行事につながるクラスがあった。絵本の世界を題材に、遊びが広がり、保護者

に楽しんでいただいたり、友だちとのやり取りの中で楽しむ姿が見られました。 
・絵本を大切に使う意識づくりを行えました。 
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３３．．そそのの成成果果とと評評価価  

上記実施内容を行ってきた結果、子どもたちは絵本がとても好きになりました。 
お部屋を出ると、絵本を選びに行き、読みたい絵本をお部屋に持って帰ることが増

え、絵本に触れる機会がより高まりました。登園時も自身が読みたい絵本を持って

登園することで、母子分離がスムーズになり、笑顔での登園が増えました。 
好きな絵本を保護者に自ら伝えることで、家庭でも同じ好きな絵本を買ってもら

い、時には登園時に持ってきて、安心材料となっていました。 
お迎え時の貸出日(毎週金曜日)は仕事で疲れた保護者は子どもと絵本を選ぶこと

で疲れていても笑顔が生まれ、準備しているソファーでゆったりする時間が生ま

れ、保護者も疲れが少し軽減されている様子がうかがえました。 
そういった時間を取っていただける方が少しずつ増えてきて、一人の保護者が数

名の子どもに読み聞かせをしている姿も見られ、職員も笑顔になりました。 
絵本は全体で１００冊以上準備したので、家庭では見ることの少ない絵本や図鑑

など選ぶ楽しみ、読む楽しみが生まれ、保育園に早く生きたいという思いも生まれ

ています。 
園見学でもレイモンドヒルズ保育園の魅力の一つとして「絵本貸し出し」をご紹介

することで、２０２４年度の施設目標の「推してもらえる園づくり」の達成に向け

て取り組むことができています。 
連携施設との交流日でも、来園した子どもや職員がたくさんの絵本を見て魅了さ

れ、交流も楽しみますが、たくさんの絵本を見て選ぶ楽しさを感じてくれています。 
発達面については、子ども(特に乳児)は絵本から発声、発音を獲得し、幼児は言葉

の意味の理解、につながり、友だちとのやり取りをおこなうことができ、遊びや活

動の幅が大きく増えました。遊びが広がることで考える力が付き、友だちや保育者

との信頼関係を築き、保護者も園運営にご理解いただき、より良い影響が広がって

きています。 
今回助成金で絵本購入することができ、各方面でより良い影響が広がりを見せ、今

後もレイモンドヒルズ保育園にとって、良い影響が広がり続けることと思います。 
この強みをこれからも続かせることで、選ばれる園で居続けることと思います。 
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４４．．今今後後のの課課題題とと展展望望  

今後は絵本の力で子供の成長発達はもちろんのこと、地域の方にも楽しんでい

ただけるように、「レイモンドヒルズ保育園 絵本の日」と題し、未就園児クラス

以外で地域の方向けに開放・貢献できるような考えを検討していき、第一志望で選

んでいただける園づくりやレイモンドヒルズ保育園の魅力を一つでも増やしてい

こうと考えています。 
課題は、貸出などでの絵本の管理体制です。絵本１冊ずつに番号を貼り、貸出時

には図書カードに記録し、返却時には図書カードの番号と照らし合わせて事務所

にて確認していますが、部屋で担任が受け取りを行うと番号が漏れて、未返却状態

となってしまうことが多々あり、職員間で課題解決に向けて話し合っていきます。 
そして、引き続き、絵本の読み聞かせを行い、健常児や発達の遅れが見られる子に

対しても、言葉の獲得や落ち着き、視覚的刺激として、より良い影響を絵本から与

えられるように職員も絵本の研修を行って、スキル向上を目指していきます。 
 

以上 
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